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人権の尊重と人間愛を基本とした医療・介護を行い、
地域の方々の健康と福祉の増進に寄与する。

地域医療・地域包括ケア・介護の連携の要として、
超高齢化社会における多様なニーズに応え、
安全・安心・信頼を要とした医療と介護を提供する。

地域の医療・福祉機関との連携を密にし、
地域医療における中核病院としての使命と役割を担う。

透明性が高く自立的な運営のもと、
常に医療・介護水準の向上に努める。

群馬中央病院の基本方針

群馬中央病院の理念４ 心ののつつ
人権尊重の心　　人間愛の心　　奉仕の心　　向上心
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新型コロナ第７波が急速に広がっています。過去にない感染力のよう
で、感染患者は毎日過去最高を更新しており、職員や職員家族の感染も
めずらしくありません。地域医療を守るために、登録医の先生がたとよ
り緊密な連携と情報共有をし、医療提供体制を維持することが大切であ
ると痛感しています。
そんな中、本号は感染と医療安全を特集させていただきました。
感染対策の大切さは新型コロナの流行で骨身に染みていますが、コロ
ナ対策も二年半以上になり、少し危機感が緩んだところでの第７の急拡
大と感じています。この機会にもう一度感染対策の意識を高めていきた
いと存じます。
診療報酬改定でも「感染防止対策地域連携加算」が新設され、地域全
体での感染対策の重要性が強調されています。当院の感染管理室は、こ
れまでもクリニックや地域にお邪魔しての感染対策のアドバイスや講義
等を行ってまいりました。これまでやってきたことが診療報酬という形
で評価されるのは、たいへんうれしく誇らしくもあります。今後も地域
に貢献できるように様々な企画や仕事をしてまいります。
医療安全も、現在の医療には必要不可欠です。個人的な感想として、
コロナが流行してから、医療現場のあちこちで医療安全上の問題が増え
ているように感じます。コロナの急増で仕事量が増えていることが直接
の原因ですが、自粛生活に伴うストレスの蓄積も無視できません。職員
も患者さんも気持ちに余裕がなくなってきており、インシデントやク
レームの増加につながっていると推測しています。まだまだコロナは続
きそうです。なかなか心を開放するのは難しいですが、うまく折り合い
をつけて気持ちの余裕を取り戻したいものです。なお、医療安全の担当
者も、地域や医療・介護施設に出向いて講義や実技指導を提供しており、
地域全体の医療安全の向上に努めています。地域で医療安全の知識・技
術をシェアすることで、地域全体の安全が向上し、結果として仕事量が
減り、余裕のある安全な医療につながると考えています。
まだまだ苦しい日は続きそうですが、楽しいことも見つけつつ、地域
医療を守ってまいります。
今後ともよろしくお願い申し上げます。

ごあいさつ

院長兼地域医療連携センター長

内藤　浩
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地域のふれあい・いきいきサロンへ訪問し、サロン開催に

向けての感染対策の助言を行っております。また、サロン利

用者様に向けて、感染対策のお話をさせていただいております。

令和 4 年度の診療報酬改定において、「指導強化加算」が新設されました。対象の医療機

関を訪問させていただき、感染対策の助言をさせてい

ただきます。

対象施設：�感染対策向上加算２・感染対策向上加算 3・

外来感染対策向上加算を算定する医療機関

感染管理室では、病院の理念にもとづき、患者様・来院されている方々、病院職員など全ての人
が感染を予防し、感染の拡がりを最小にするため、病院内の感染に関する情報収集・分析・評価を
行い様々な対策を実施しています。また、院内だけでなく地域社会の感染対策として、感染対策教
室等実施しております。

感染管理室の紹介

ふれあい・いきいきサロン

地域の病院を訪問し院内感染対策等の助言を行います
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当院は、感染対策向上加算 1を算

定しております。そのため、新興感

染症の発生時等に、群馬県等の要請

を受けて感染症患者を受け入れるた

めの体制を整備しております。

新興感染症発生時の当院の対応

医療安全管理室の紹介
　医療安全管理室は、院内の医療安全活動を通して患者さん・ご家族・職員
の「安全・安心」を担保し、医療事故の防止のみならず、「医療の質の向上」
に資するために、業務を行っています。
　主な業務としては、インシデント報告だけでなく、ヒヤッとしたハッとし
た事例も含めて、全職員から報告してもらい、それらを分析し、原因を明ら
かにして対策を考え、フィードバックするよう努めています。改善策を職員
全員へ周知するために、週刊インシデント情報の発行や、医療安全に関わる
研修会などを企画・運営しています。
　院内を定期的に巡回しながら、患者さんの安全
が守られるよう指導、監督しています。そして、
現場からの医療安全に関する相談など、患者さん
の安全を第一に迅速に問題解決に努めていきます。
　患者相談窓口と連携し、安全の視点で患者さん
やご家族からの相談や疑問などの対応もしていま
す。
　また、地域の病院・医院・クリニック・施設等
へ医療安全に関連した相談や研修実施を行ってい
ます。

　当院の感染管理室・医療安全管理室スタッフが、地域の医療・介護
従事者や地域住民の方を対象に、様々な研修会・講義・実技指導など
ご依頼にあわせて地域へ出向いています。
　会場や人数、内容については連携センターへご相談ください。相談
の内容により一緒に企画もさせて頂きます。
　地域全体での感染管理向上・医療安全管理の向上を目指しています。

感染管理室・医療安全管理室　出前講座

TEL 027-223-1373
FAX 027-223-1374

お問い
合わせは
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▶事例の収集・分析
　「ヒヤッとしたハッとした事例」やインシデント事例を院
内スタッフから報告してもらい、情報収集しています。（年間
1700 ～ 1800 件）その事例報告に対して、分析を行い、原因
を明らかにして安全対策を立案し、患者さんが安心して医療
を受けられるように努めています。

▶医療安全のための委員会
　各部門の責任者から構成された医療管理委員会を、毎月１
回開催しています。当委員会では、院内スタッフから報告さ
れた「ヒヤッとしたハッとした事例」の調査・分析を行うと
ともに、医療安全対策を検討しています。また、各部門に医
療安全推進担当者を配置しています。各部門における課題に
対して、医療安全推進担当者を中心に取り組み、年度末に取
り組んだ成果を医療安全大会として、発表しています。

▶医療安全に関する職員研修
　医療安全に対する意識や技能の向上のために、新規採用時
のオリエンテーションや全職員を対象とした職員研修を開催
しています。近年では、他職種のチームワーク向上に向けた
研修を実施しています。
　過去に行った主な研修は、以下のものがあります。
　　・チームステップス (Team STEPPS)
　　・効果的な説明・質問の仕方（情報共有）
　　・謎解き研修（分析手法 ImSAFER）
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連携センター

地域医療連携センター 医療福祉相談室の紹介

地域医療連携室
紹介患者対応
診察予約
救急依頼対応

医療福祉相談室
医療福祉相談
退院支援

福祉機関との調整

患者支援室
入退院センター

看護相談
在宅支援

入退院調整・説明
ER機能

　患者相談窓口では、患者さんの総合相談窓口としてあらゆる相談に応
じています。がん相談支援センターでは、がん患者さんや家族からの心
理的・社会的相談に応じています。退院支援は、週に一度患者支援室と
一緒に病棟とカンファレンスを開催して、担当医や病棟スタッフと協力し、
患者さんによりよい支援ができるよう取り組んでいます。

外来から在宅まで、
切れ目のない安心したサポートを多職種協力のうえ、
全力でお手伝いします。

■ 地域医療連携・地域包括ケアの推進

■ 多職種協働によるチーム医療の推進

♦ 地域医療連携センター目標 ♦

　今年５月より、社会福祉士

として入職いたしました。

　武士（たけし）と申します。

　高齢者施設の相談員として

勤務しておりました。

　これまでの経験を活かして、

不慣れではありますが地域医

療に貢献していければと思い

ます。

　４月に入職しました神岡

（かみおか）と申します。

　病院と地域のつなぎ役とし

て、患者さんやご家族はもち

ろんですが、地域のみなさま

と連携をとりながら、病気や

怪我があっても住み慣れた地

域で安心して暮らし続けられ

る町づくりをお手伝いしてい

きたいと考えております。
　よろしくお願いいたします。

新 入 職 紹 介

武士
福田

神戸 林神岡
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JCHO群馬中央病院　外来診療担当医一覧表　  ☎ 027-221-8165

【ご案内】①医療機関等からの紹介状をお持ちの方は、できるだけ事前に予約して頂くようお願いします。（平日 8：30 ～18：00）

	 	 	 連携室直通電話：027-223-1373　ＦＡＸ：027-223-1374
	 ②一部の診療科については予約制、紹介型外来等を行っております。
	 	 ◎予約制外来……原則、午後は和漢診療科以外の診療科は予約制となっています。終日予約（神経内科、耳鼻咽喉科、歯科、禁煙外来）　
	 	 ◎紹介型外来……乳腺・甲状腺（月曜日の午後・木曜日の午前）、耳鼻咽喉科（木曜日の午前）
	 ③その他	 ・消化器内科は、水曜日と金曜日は予約外来のみとなっております。
	 	 	 ・整形外科は、月曜日と金曜日の初診受付については、紹介状持参患者のみとなっております。
	 	 	 ・総合内科は、初診・紹介状持参患者のみとなっております。
	 	 	 ・緩和ケア（精神科）は、他科からの紹介患者のみ外来診療を行っております。
	 	 	   （第1・3・5週木曜日の午後　須田　第2・4週木曜日の午後　井上）

受付時間：午前8時〜午前11時　休診日：土曜、日曜、祝日、年末年始（12/29〜1/3）� 2022年７月１日現在

群馬中央病院

N

17

17

17

50

※詳細についてはホームページをご確認下さい。

診察・検査の予約お問い合わせは地域医療連携室へ

〒371-0025 前橋市紅雲町１丁目７番地13号  TEL 027-221-8165  FAX 027-224-1415

TEL 027-223-1373 [直通]

FAX 027-223-1374 [直通]

受付時間

8：30～18：00
土・日・祝日は除く

ホームページ http://gunma.jcho.go.jp/　フェイスブック https://www.facebook.com/gunmatyuoubyouin/

診療科・曜日 月 火 水 木 金

内　科

総合内科
（初診） 午前 齋藤 勇一郎 小保方 優・阿久澤 暢洋 今井 邦彦・阿久澤 暢洋 北原 陽之助 佐藤 浩子・阿久澤 暢洋

一般（予約）
午前 阿久澤 暢洋 田嶋 久美子

阿久澤 暢洋 今井 邦彦・田嶋 久美子 阿久澤 暢洋
長谷川 典子

午後 今井 邦彦・田嶋 久美子 北原 陽之助 今井 邦彦 大山 啓太 田嶋 久美子

循環器内科
（予約） 午前

羽鳥 貴・吉田 尊
須賀 俊博（1・3・5週）

田村 峻太郎（不整脈2・4週）
羽鳥 貴 吉田 尊 須賀 俊博

呼吸器科（予約） 午後 宇野 翔吾 武藤 壮平 解良 恭一 小池 陽子 蜂須 克昌

和漢診療科
午前 小暮 敏明 小暮 敏明 小暮 敏明 小暮 敏明・山本 佳乃子 小暮 敏明

午後 小暮 敏明 小暮 敏明（リウマチ） 小暮 敏明

神経内科（予約）
午前 大沢 天使 清水 千聖 原澤 駿（初診） 大沢 天使

午後 金子 由夏 清水 千聖 大沢 天使 原澤 駿（初診）

消化器内科
初 診 午前 堀内 克彦 田原 博貴 湯浅 和久

予 約
午前 清水 雄大（胆・膵） 小川 綾 堀内 克彦・小川 綾 湯浅 和久・堀内 克彦

午後 田原 博貴 岡村 亜弓

糖尿病センター
午前 根岸 真由美

須賀 俊博（2・4週） 根岸 真由美・有山 泰代 中島 康代 中島 康代 根岸 真由美・登丸 琢也

午後 中島 康代 フットケア 根岸 真由美

小児科

一 般
午前 河野 美幸・小笠原 聡 田代 雅彦・須永 康夫 田代 雅彦・水野 隆久 田代 雅彦・須永 康夫 河野 美幸・田代 雅彦

午後（予約） 松村 知彦（専門） 田代（循環器1・3・5週）
小林（循環器2・4週） 田代 雅彦（循環器） 川上 千紗（専門）

神経発達
（予約）

午前 須永 康夫 須永 康夫

午後 須永 康夫・春日 夏那子 須永 康夫 須永 康夫 須永 康夫 春日 夏那子

アレルギー
（予約）

午前 水野 隆久

午後 水野 隆久 水野 隆久 水野 隆久
腎　臓（予約） 午後 武井 麻里子 髙木 陽子 小笠原 聡

発達フォロー（予約）
午前 河野 美幸
午後 河野 美幸 河野 美幸

乳児健診（予約） 午後 川上 千紗・武井 麻里子
予防注射（予約） 午後 春日 夏那子・松村 知彦

外　科

一般・消化器
午前 内藤 浩・深澤 孝晴

髙橋 宏一

福地 稔・谷 賢実
木暮 憲道・

調 憲（肝・胆・膵）【紹介】

福地 稔・斎藤 加奈
上原 弘聖・

阿部 知伸(心臓血管外科)

内藤 浩・深澤 孝晴
木暮 憲道・

塚越 真梨子（肝・胆・膵）

斎藤 加奈・髙橋 宏一
田部 雄一

午後（予約） 大瀧 容一（呼吸器外科）

乳腺・甲状腺
（紹介）

午前 尾林 紗弥香

午後 藤井 孝明
（14:00～17:00）

整形外科
午前

寺内 正紀（膝）
堤 智史（脊椎）
中島 飛志（脊椎）
野仲 聡志（膝）

寺内 正紀（膝）
堤 智史（脊椎）
畑山 和久（膝）
中島 飛志（脊椎）

畑山 和久（膝）
野仲 聡志（膝）
書上 韻（一般）

堤 智史（脊椎）
中島 飛志（脊椎）
書上 韻（一般）

寺内 正紀（膝）
畑山 和久（膝）
野仲 聡志（膝）
書上 韻（一般）

午後（予約） 畑山 和久（膝）
（第1・第３）

産婦人科

一 般
午前 伊藤 理廣・金井 眞理 北原 慈和・伊藤 理廣

（8：30〜10：00） 太田 克人・小松 央憲 伊藤 理廣（不妊不育）
太田 克人 伊藤 理廣・安部 和子

午後（予約） 太田 克人（検査） 金井 眞理
手術

太田 克人
小松 央憲（産後） 伊藤 理廣（術前） 太田 克人（検査）

安部 和子

妊婦健診
午前 豊田 奏子 安部 和子 星澤 早紀（8:30〜10:00）

伊藤 理廣（10:00～） 小松 央憲 津久井 優美子

午後（予約） 豊田 奏子 伊藤 理廣
（13:00～14:30) 篠㟢 博光（ハイリスク）

眼　科 午前 前嶋 京子 前嶋 京子 前嶋 京子 前嶋 京子 前嶋 京子

耳鼻咽喉科（予約）
午前 工藤 毅・内山 通宏 工藤 毅・内山 通宏 内山 通宏 工藤 毅

内山 通宏 工藤 毅・内山 通宏

午後 検査 内山 通宏（嚥下）
竹越 哲男 塚田 晴代（検査） 冨所 雄一（1・3・5週）

紫野 正人（2・4週）
工藤 毅（嚥下）
内山 通宏

麻酔科 午前 石川 愛 川崎 雅一 富岡 昭裕 髙橋 淳子 富岡 昭裕

皮膚科
午前 龍﨑 圭一郎 龍﨑 圭一郎 龍﨑 圭一郎 龍﨑 圭一郎 龍﨑 圭一郎

午後（予約） 龍﨑 圭一郎
歯　科（予約） 午前・午後 平林 晋 平林 晋 平林 晋 平林 晋 平林 晋

独立行政法人 地域医療機能推進機構

　 群 馬 中 央 病 院


